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次
回
は
、「
日
本
初
の
女
性
国
会
議
員
の

一
人　

紅
露
み
つ
」を
紹
介
し
ま
す
。

参
考
資
料

「
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち　

第
１
集
」

平
成
26
年
・
阿
南
市
文
化
協
会

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、

平
成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら

「
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２

集
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人

た
ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り

継
ぐ
た
め
に
、
27
人
の
先
覚
者
た
ち
を

奇
数
月
に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

阿南市の
先覚者たち

第４回
　
い
の
ち
を
見
つ
め
た
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
北
條
　
民
雄

　
北
條
民
雄
は
、
阿
南
市
下
大
野
町
、

七
條
林
三
郎
の
次
男
と
し
て
、
父
の
勤

務
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
京
城
（
現
ソ
ウ

ル
）
で
生
ま
れ
る
。
本
名
は
七
條
晃

司
。
大
正
３
年
生
ま
れ
。

　

生
後
間
も
な
く
母
親
の
病
死
に
よ

り
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
帰
国
し
、
七
條

家
の
祖
父
母
に
預
け
ら
れ
た
。

　
大
野
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
15

歳
で
単
身
上
京
し
、
薬
問
屋
の
住
み
込

み
店
員
や
日
立
製
作
所
亀
戸
工
場
の
臨

時
工
と
し
て
働
き
な
が
ら
法
政
中
学
で

学
ぶ
。

　

長
男
で
あ
っ
た
兄
が
死
亡
し
た
の

で
、
祖
父
に
よ
り
郷
里
に
呼
び
返
さ
れ

る
。
民
雄
は
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
文

学
に
没
頭
す
る
。

　
昭
和
８
年
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病
し

た
。
徳
島
で
治
療
し
て
い
た
が
良
く
な

ら
ず
、
翌
年
の
５
月
に
東
京
の
東
村
山

村
の
全
生
病
院
へ
入
院
し
た
。
治
療
の

か
た
わ
ら
執
筆
活
動
に
励
ん
だ
。

　
全
生
病
院
で
は
軽
症
の
患
者
が
重
症

の
患
者
の
世
話
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
そ
の
病
院
の
よ
う
す
を
明
ら
か
に

し
た
の
が
『
い
の
ち
の
初
夜
』
で
あ
っ

た
。

　
「
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
生
命
で

す
。
生
命
そ
の
も
の
、
い
の
ち
そ
の
も

の
な
ん
で
す
。
僕
の
云
ふ
こ
と
、
解
っ

て
く
れ
ま
す
か
、
尾
田
さ
ん
。
あ
の
人

達
の
『
人
間
』
は
も
う
死
ん
で
亡
び
て

了
っ
た
ん
で
す
。
…
」�（『
い
の
ち
の
初
夜
』

よ
り
）

　
作
品
が
発
表
さ
れ
た
当
時
、
不
治
の

病
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
前
記

の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
最
初
、
北
條
民
雄
は
『
最
初
の
一
夜
』

と
命
題
し
て
い
た
が
、
彼
の
文
学
の
師

で
あ
る
川
端
康
成
に
よ
っ
て
『
い
の
ち

の
初
夜
』
に
改
題
さ
れ
た
。
発
表
と
同

時
に
文
壇
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
に

も
大
き
な
反
響
を
呼
び
そ
の
年
、
第
２

回
文
学
界
賞
を
受
賞
し
、
英
・
独
の
２

カ
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。

　
昭
和
11
年
12
月
『
間
木
老
人
』『
ラ
イ

家
族
』『
ラ
イ
院
記
録
』
な
ど
と
共
に
単

行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
北
條
民
雄

の
生
前
に
お
け
る
唯
一
の
作
品
集
と
な

っ
た
。
同
書
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

１
年
足
ら
ず
で
２
万
冊
を
売
り
上
げ
る

と
い
う
当
時
に
お
い
て
は
破
格
で
あ
っ

た
。
軽
症
者
と
し
て
、
重
症
患
者
の
世

話
を
し
な
が
ら
、
彼
は
文
学
に
打
ち
込

ん
で
、
次
々
と
作
品
を
書
き
続
け
た
。

　
そ
の
過
酷
な
執
筆
活
動
の
過
労
か
ら

か
、
慢
性
の
神
経
症
に
苦
し
み
、
さ
ら

に
腸
結
核
に
侵
さ
れ
、
昭
和
12
年
12
月

５
日
、
23
歳
の
若
さ
で
全
生
病
院
に
お

い
て
死
亡
し
た
。

　
死
後
、
川
端
康
成
の
編
集
に
よ
っ
て

『
北
條
民
雄
全
集
』（
上
下
２
巻
）
が
創

元
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
川
端
康
成
は

「
北
條
民
雄
が
生
き
て
い
た
ら
、
自
分
よ

り
先
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て

い
た
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

『いのちの初夜』初版本『いのちの初夜』初版本
（湯浅良幸氏蔵）（湯浅良幸氏蔵）

問い合わせ　文化振興課　☎22ー1798

問い合わせ　文化会館　☎21ー0808

期間　　12月19日㈰まで
　　　　10：00～16：00（月曜日は除く）
場所　　牛岐城趾館　　入場料　無料
内容　　�平成26年に徳島県立文学書道館で開催さ

れた文学特別展「北条民雄―いのちを見つ
めた作家」�のパネルを再び展示します。

北条民雄パネル展
北条民雄の忌日12月5日を「民雄忌」と定め、偲ぶ会を
開催します。
日時　12月5日㈰　18：00開演
場所　夢ホール（文化会館）
内容　第１部　�基調講演　「民雄からの架け橋　～絶

望の果てに見える光～」
明治学院大学教授　ドリアン助川さん

　　　第２部　パネルディスカッション
「小説家　北条民雄の軌跡」
パネラー　ドリアン助川さんほか
コーディネーター　佐々木義登さん

民雄忌～北条民雄を偲ぶ会 入場料　��無料　※申込不要　　定員　100人




